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1．はじめに
　企画したイベントの観客満足度を見るには、アンケート調査をするのが平易で一般的である。
イベント終了時の拍手や観客の表情、発する言葉などでも満足度を推し量ることは可能であろ
う。ただ、こうした手法では、企画したイベントが長い時間続く場合、コンテンツのどこが感
動を呼んでいるのか、修正するとしたらどこか、リアルタイムに理解するのは、難しい。繰り
返しイベントを企画できるチャンスがあった場合の試行錯誤の助けとなるように、イベント満
足度評価手法を構築するのがこの研究の目的である。
2．研究方法
　人 （々今回はイベント観客を対象）がどのような場面で感情をどう表現するのか、客観的デー
タで指標化することを試みた。計測内容として当初、表情、脳波、身体の動き、歓声の大きさ、
拍手等の大きさ長さ、対象実験としてのアンケート調査を予定していたが、実際には、表情、
脳波、音量、アンケート調査になった。対象イベントは、ゼミ（アクティブラーニングの実践
の場）での「プロジェクションマッピング」である。
3．研究結果
1）イベント実施場所・日時
　大学構内 T スタジオ棟の 2 階壁（左は窓、右が白い壁）に外から 2 台の
プロジェクターで投影した。2017 年 7 月 15 日 19 時 40 分～ 19 時 54 分。
2）計測内容
①音量（騒音）測定
Aoki データロガー騒音計 型番 1356
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図 1　音量測定器
－ 154 －
イベント満足度評価手法の研究
測定範囲 30dB ～ 130dB、周波数 31.5Hz － 8.5KHz
周波数重み＆時間重み機能付き
　測定データは独自形式 .sab からエクセル形式に変換できる。
図 2　音量測定結果とイベント進行状況
　音量測定結果のグラフと、イベント録画を時系列で合わせた結果が図 2 である。イベント内
容が、途中で拍手や歓声が沸くものではなかったため、ほぼ背後の音楽を反映したグラフになっ
た。グラフ中、矢印記号は、場面の転換点。途中の楕円印は無音状態を示す。最後の縦長楕円
が拍手を示す。
②脳波測定
　映像投影時の観客の生理的・心理的反応の変化を客観的に捉えるため、脳波および皮膚電位
計測装置を用意し、被験者 2 名（ともに多摩大生）に対して、その変化を測定した。ただし 1
名は脳波信号が正しく捉えられていなかった。
図 3　脳波測定装置 OPENBCI 社の 8 チャンネル、サンプリングレート 250Hz を記録するソフト画像イメー
ジおよび皮膚電位測定装置（Mindfield Biosytems 社）
 
　被験者には建物の壁面に投影される映像がしっかり見えるほぼ正面の位置に椅子に静かに
座ってもらい、映像投影開始時から終了時まで、その脳波状態の変化および皮膚電位の変化を
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上記の測定装置を使って記録した。
　映像投影開始時から終了時まで 1 分ごとに平均した被験者の「リラックス度」「集中度」の
指標値、ベータ波の振幅値、皮膚電位の変化値をグラフで表示する。
　「リラックス度」「集中度」の指標値以下のように計算した。
　・「リラックス度」指標 = アルファ波の平均パワー / ベータ波の平均パワー
　・「集中度」指標 = シータ波の平均パワー / ベータ波の平均パワー
　参考までにベータ波時系列グラフも掲示する。
 　 
図 4　脳波から見たリラックス度集中度指標変化グラフ、皮膚電位変化グラフおよびベータ波グラフ（参考）　
　グラフより、開始 7 分頃にリラックス度、集
中度に大きな変化が生じていることが分かる。
また 11 分頃に集中度がかなり高まっていること
が見て取れる。皮膚電位には総じて大きな変化
は見られないが、10 分あたりから電位が徐々に
高くなり、緊張が若干高まっていることが推測
される。
　イベント録画を見ると、7 分あたりの変化は、
背景画面の変更点であったことがわかった。
　また集中度ピークの 11 分、リラックス度ピー
クの 13 分でも場面の転換があった。
　図 5　開始 6 分から 7 分頃への場面転換
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③アンケート調査
　120 名程度の見学者全員にアン
ケートを配布し、終了後 19 名か
ら回収した。
　図 6 に原紙イメージと評価結果
を提示する。
　これはイベント内容を　シーン
1 海 / シーン 2 陸 / シーン 3 ダン
スに分け、それぞれの印象深さを
10 段階で評価してもらっている。
他には特に印象深かったところと
感想を自由記述してもらった。
　
4．まとめと考察
　拍手とアンケート結果だけでなく、イベントコンテンツを時系列で評価する方法を模索した。
結果、脳波測定から計算する「リラックス度」「集中度」の変化とコンテンツの変換点の対応
が見られた。ただし、それが印象深いと評価されたのかどうかまでは不明であった。
　音量計測では、拍手音量、騒音は計測可能と思われるが、今回のコンテンツが途中拍手や歓
声の出ないものであったため、詳細が不明なままになった。
　アンケート結果、感想などと比較すると、今回のコンテンツが「癒し」要素が強く、途中盛
り上がりが少なかったのがはっきりした点に研究成果があった。
　最後に今回のイベントより、一部を時間および音声波形データと併せて掲載しておく。
図 7　時間ごとのイベント録画画面（下部青線はその時の音声波形データ）
図 6　アンケ トー原紙イメージとシーンごとの結果平均（10 段階評価）
